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問　
環
境
に
優
し
い
ま
ち
の

構
築
と
、
将
来
に
わ
た
る
自

然
環
境
の
保
全
へ
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答　
村
で
は
、
平
成
24
年

に
村
民
と
事
業
者
で
組
織

す
る
「
と
う
か
い
環
境
村

民
会
議
」
を
創
設
。
具
体

的
取
り
組
み
と
し
て
「
環

境
フ
ェ
ス
タw

ith

キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」、「
外
来

生
物
除
去
作
戦
」、「
小
学

校
環
境
学
習
発
表
会
」
な

ど
、
こ
れ
ら
の
環
境
活
動

を
進
め
る
こ
と
で
村
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
連
携
を
推
進

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
物
多
様
性
が

も
た
ら
す
自
然
の
恵
み
を

持
続
的
に
利
用
で
き
る
こ

と
が
、
社
会
経
済
に
も
利

点
を
も
た
ら
す
と
の
考
え

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
し
て
、
本
村

の
特
色
や
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
村
独
自
の
「
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

実
践
、ビ
オ
ト
ー
プ・ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
緑
地

の
希
少
種
調
査
、
野
生
生

物
の
生
息
・
生
育
地
点
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

自
然
の
量
や
質
が
一
定
に

保
た
れ
る
た
め
の
自
然
環

境
の
ノ
ー
・
ネ
ッ
ト
・
ロ

ス
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検

討
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
限
ら
れ
た
財
源
・
資
源

の
中
で
有
効
な
政
策
を
実
現

す
る
た
め
に
は
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
人
材
を
育
成
し
て

活
用
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
職
員
の
人

材
育
成
の
考
え
方
は
。

答　
平
成
29
年
度
に
「
東

海
村
人
財
育
成
・
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
職

員
を
「
人
財
」
と
し
て
育

成
・
活
用
し
て
い
く
た
め

の
方
向
性
を
定
め
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
３

年
間
の
中
期
研
修
計
画
や

人
事
制
度
・
職
場
環
境
の

整
備
、
人
事
評
価
制
度
の

充
実
を
図
り
、
主
事
級
か

ら
部
長
級
ま
で
必
要
な
能

力
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

計
画
的
な
研
修
を
組
み
立

て
て
い
る
。

問　
職
員
能
力
向
上
を
効

率
的
に
進
め
る
た
め
に
も「
東

海
村
行
政
品
質
向
上
活
動
」

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

答　

行
政
経
営
の
品
質

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
『
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
』
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
重
要
で
あ
り
、

本
村
に
合
っ
た
行
政
経
営

品
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
今
年
度
は
行
政
品
質

向
上
対
策
の
一
環
と
し

て
、
部
課
長
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

外来生物除去作戦
村民・事業者・行政が連携した環境活動の取り組み

問　生物多様性の
保全や再生は

答 　自然の恵みが持続する社会を

問　行政品質向上活動に
取り組むべき

答 　プログラム確立目指していきたい

東海村に合った人材育成が必要
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新政とうかい
新垣�麻依子　議員




